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書
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し
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蘭

幅
ブ

丶h∴

■

二

＼

"
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㌦
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一{　
　

解
　

題

～{
假
名
文
字
邉
　
　一
卷
　
　
　
行
阿
撰
竃
い
ふ

　}　
　
　

附
　
定
家
卿
ロ
簿
　
　
人
丸
秘
抄

{
〔
】
名
〕或

ハ
定
家
卿
假
名
遣
、
或

ハ
行
阿
假
名
遣
、
或

ハ
二
人
丸
秘
抄
の
名
を
以
て
行
は
る
。
但

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

…
し
、
名
物
記
に
、
篆

習

籏

名
遣
の
義

覧

美

ゑ

、
別
の
も
の
釜

。
叢

次
に
あ

下

る
下
官
集
の
條
に
い
・あ
・

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

つ

叉

、
附

録

の
定

家
卿

ロ
傳

巴
、
前

に

い
ふ
定
家

卿
假

名
遣

竃

ハ
異

に
し

て
、
入
丸

秘

抄

豊
二
人
丸

秘

抄

逐
も
同

し

か
ら

す

。
そ
れ

ち

の
ど

、
な
は

下

に

い
》
ハ
べ
し

。

一一
〔
傳
本
〕
管
見
の
及
ぶ
巴
こ
ろ
、
此
書

の
寫
本

に
二
部
あ
う
。
　
一
脈
文
明
の
奧
書
あ
る
も
の
に
し

て

即
ち

こ
の
叢
書
の
校
正
に
用

ゐ
控
う
。

一
八
文
安
五
年

二
月
廿
三
日
、
李
常
線
、
左
衞
門
尉
藤
原

正

保
の
所
望
に
よ
う
て
寫
し
て
輿

へ
し
ょ
し
奥
書
あ
る
も
の
・
其
本
文
安

明
本
に
餮

同
㌣

一

し

て
、

目
録

及

び
附
録

な

し
。

刊
本

に

ハ
、
貞
享

・

元

祿
・

寛

政
等

の
數
板

、
拜

に
刊
行

の
年

月
を
記

さ

Ψ
る

慾
の
あ

う
。
、
こ
の

…}
刊
行

の
年
月
な
き
も
の

ハ
美
濃
紙
本

に
し

て
、
蓋
し
慶
長
中
の
出
板

、
天
文

の
奥
書
を
戲
す
。
其

～　

、　

　
　
　

　
　

　
　

㌦
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ギ

芍

　
假

名

文

字

遣

解

題

二

■

體

文
明
本
に
似

て
や

丶
増
加

の
詞
あ
う
。
且
、
其
附
録

ぬ
除
き
だ
れ
費

、
目
録

に
ハ

「
一
定
家

卿

ロ
簿
、
二
人
丸
秘
拶
」
豊

い
ぶ
こ
、
な
ほ
殘
う
尤
う
。
さ
れ
ば
、
類
字
假
名
遣
・
群
書

一
覧

・
其

他

に
、
假
名
文
字
遣
の

一
名
を
「、二
人
丸
秘
抄
」
電

い
ふ
よ
し
に
記

せ
る

ハ
、
さ
る
附
録
あ
う
し
こ

蓬
を
知
ら
で
、
目
録
を
讀
み
あ
や
ま
め
だ
る
よ
う
起
れ
る
と

な
う
。
今

ζ
の
古
板
本
を
文
明
の
本

に
よ
う
て
校
正
せ
う
。

貞
享

、
元
碌
等
の
板
本

ハ
、
古
板
本
を
縮
刷
し

て
.
横

本
退
し
、
孚
紙
本
澄
し
、
小
本

円
し
煮
る

獅
に
す
ぎ
す
。
　
　
　
　

.

〔
撰
者
〕
序

に
よ
れ
ば
、
源
親
行
は
b

め
に
之
を
撰
び
て
、
定
家
卿
の
校
閲
を
う
け
、
後

に
親
行
の

{
孫
行
阿
、
更

に
増
訂
し
だ
る
愁
の
か
。
但
し
、
行
阿
を
親
行
の
孫
£

い
ぶ
ε

に

ハ
.
疑

な
き
に
あ

ら
す
。
馬
さ
て
.
こ
の
定
家
卿

ハ
船噫
娠

三

11
重
伽

ノ磁

小
倉
百
人

一
首

の
撰
者

巴
て
世

に
あ
ま
ね
く

伽
ら
れ
だ
る
人
な
う
。
官

正
二
位
權
中
納
言

に
湿
る
。
法
名
明
靜
、
世
に
京
極
中
納
言
円

い
ふ
。

新
古
今

集
.
新
勅
撰
集
の
撰
に
輿
ウ
、
叉
、
詠
歌
大
概
・
毎
月
鈔
・
顯
注
密
勘
・
明
月
記
・
拾

遺

織
瞭
爨

無
縫
側餐

継

」
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な
う
。
さ
れ
ば
、
假
名
文
字
遣

の
序

に
い
へ
る
拾

遺
愚
草
の
清
書
も
、
叉
其
頃

の
と
な
る

べ
し
。

こ
れ

に
よ
り

て
、
は

や
此
書
の
成
う
湿
る
時
代
を
知
る

べ
き

か
。

親
行

ぬ
管
姫
紙

価
W
大
和
源
氏
に
し
て
、
河
内
守
光
行
の
子
、
官

、
從
五
位
下
・

式
部
丞
・
河
内

守
た
う
。
父
光
行

の
業
を

つ
ぎ

て
、
中
古
の
文
學

に
通
じ

、
和
歌
を
好
み
、
其
詠
、
續
後
撰
集
等

に
入
る
。
仁
治
三
年
鎌
倉

に
下
り
、
東
關
紀
行
の
作
あ
ウ
。

行
阿
、
假
名
斈

邉
の
序
に
「
嬰

河
内
薯

親
行
」
器

る
を
、
行
阿
よ
う
指
し
て
父

参

上

て
、
世

に

ハ
親
行

の
孫
巴
見

な
さ
る
丶
と
久
し
く
、
後
普
光
園
院

(良
基
公

)假
名
遘
の
抄
円

い
ふ

も
の
に
も

「
後
二
條
・
後
嵯
峨
・
後

深
草
三
代
の
帝
に
仕

へ
し
人
に
て
、
親
行
の
孫
也
」

巴
見
ね

麓

あ

後
二
條
霊
室

四
條
ミ

後
二
條
天
皇
嚢

深
軣

皇
茜

+
餘
牛
後
三

う
。
又
、
後
嵯
峨
、
後
深
草

の
御

代
に
仕

へ
し
家
ら
ば
、
親
行
巴
同
時
代
な
ム
。
孫

と
租
父
巴
同

時
代

に
仕

へ
し
と

、

い
か
や
あ
ち
ん
。
按
ず
る
に
、
行

阿
撰
定

い
ふ
も
の
、
別
に
原
中
最
秘
抄
あ

う
。
其
文
中
に
「
亡
父
光
行
」
円
み
ゆ
。
こ
れ

に
よ
れ
ば

、
行
阿

n
光
行

の
子
な
め
。
光
行
の
子
、

系
圖
に
、
親
行
の
他
に
、
光
重
・
孝

行
・

宣
行
・

仲
行
等
あ
う

て
、
誰
が
行
回
雪

い
ふ
法
名

つ
き

}

し

か
詳
豕
ら
ね

費
、
も
し
く

渦
親
行
に
て

ハ
あ
る
ま
じ
き

か
。
假
名
文
字
遣
の
岸

沿
親
行
の
孫
某

.
の
記
し
控
る
も
の
に
て
、
相
欠
の
と

を
諱

に
て
も

い
ひ
、
唐
名
に

て
も
ゑ
る
し
、
叉
法
名
に
て
も

假

名

文

字

遘

解

題

三
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書
き
馨

に
て
豪

き
か
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

文
、
本
朝
書
籍
目
録
外
銀
水
原
鈔

の
條

に

ハ

「
親
行

ハ
定
家
卿
の
偉
方
の
相
欠
也
。
假
名
遣
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

者
也
」
巴
見
ゆ
れ
啻
、
是

鴇
藤
原
親
忠
豊
混
b

て
翁
あ
や
ま
う
喪
る
な
る

べ
し
。
　

　
　

　

　
　

㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

行
阿
豊

い
ふ
親
行
の
孫
あ
う
し

か
。
親
行
の
法
名
を
行

阿
電
い
ひ
し

か
。
別

に
叉
、
行

同
定
よ
ぷ

}

入
あ
ろ
し

か
。
な
ほ
後

の
攷
を
ま

つ
o

〔
提
要
〕
艶
書
、貯
假
名
遣

に
關
す
る
最
古

の
著
作
な
う
。
そ
の
由
来

ハ
序

に
見
え
売
る
が
如
し
。
但

し

、
附
録

の
こ
書
の
と
、

い
か
な
る
よ
し
の
弛
の
か
、
未
詳
な
ら
す
。

さ

て
、

こ
れ
ら
の
書
に
用
ゐ
控
る
、
端
・
中
・
奧
等

の
名
目

ハ
、

い
ろ
は
う
疫

に
よ
う
て
名
づ
け

れ
る
も
の
に
て
、
其
他

に
も

.
入
丸
秘

抄
に
「
う

み
の
奥
山
書
之
故
也
」
4
費
、

い
ろ
は
歌
に
よ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
　
　
　
　
　
　
　
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　む

な

覧

ゆ
る
協

う
。「
を
そ
れ
」
「
馨

ξ

詈

を
ひ
宴

し
「き
聖

」
、「
書

」
「
こ
を
け
」
、
　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

知
も
き
L
「
を

も
し
」
の
類
、
何
に
よ
う
て
、
か
く
定
め
し

に
や
、
詩
家
ら
す
。
後

の
こ
の
書
の
ど

を

い
ふ
も
の

ハ
、
四
聲

の
音
調
に
よ
う
て
、
わ
か
ち
し

も
の
竃

い
-へ
れ
費
、
共
よ
し
.
こ
の
書
の

中

に

ハ
、
慥

に
み
於
す
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

總
b

て
、
此
書

に
載
せ
だ
る
竃
こ
ろ
、

か
な
つ
か
ひ
の
例
を

示
し
π
る
の
み
に
て
、
其
理
由
を

い

は
ぎ
る
が
故

に
、
全
書
、
親
行
等
の
臆
断
に
て
定

め
だ
る
竜

の
＼
如
く
に
見
な
さ
る
れ
費
、
恐
ら



潔

舳

一　『

く

ハ
然

の
み

に

ハ
あ
ら
b

。
此

書

に
載
せ

だ

る
詞

、
す

べ
て
、

か
な

つ

か

ひ
を

一
定

せ

る

に

ハ
あ

ら

で
、
同
じ

詞
を

、
種

々
の

か
な

に

て
ゑ
る

し
控

る
多
し

。

こ
れ
ら

に
よ

う

て

か
迅

ふ
に
、
當

時

凌

が

ひ
や
窟

き

か
な
を

、
か
き
あ

つ

め
掩

う

も
の

に

て
、
必

し
も

、

こ
電

1
T

く
之

を
取

捨

し

て

　

　
　

　
　

　
　り　
む

蒙

つ
か
ひ
を

藻

に
定
め
ん
叢

雲

苳

り
し
あ

参
る
べ
し
。
羣

ハ
所
謂
、
篆

卿
の
{

合
熱

電

い
ふ
も
の
、

い
つ
れ
に
黙
を

か
け
ら
れ
し

に
や
。

い
つ
れ

に
竜
せ

よ
疑

し
き
と

か
家
。

「
飾
松
歌
道
定
家
冖を
難
せ
ん
輩

ハ
、
冥
加
も
あ
る
べ
か
ら
す
、
罪
を
蒙
る

べ
き
・と
な
う
」
巴
て
、
此

書
も
ま
だ
.
歌
學
の
上
に
て
箔
殊
に
重
せ
ら
れ
て
、
永
く
世

の
標
準

円
し

て
用

ゐ
ら
れ
だ
う
。
慶

長
板
易
林
の
篩
用
集
も
、
こ
の
書

に
よ
う

て
假
名
を
正
し
、
か
な
つ
か
ひ
近
道
抄
、
類
字

か
な
つ

か
ひ
等
の
末
書
も
、
多
く
成
ム
れ
う
。
か
の
契
沖
法
師
の
古
役
名
の
脱

い
で

丶
の
ち
も
、

か
の
學

派
を
く

む
も
の
丶
他

ハ
、
み
な
こ
の
書
に
も

竃
つ
か
ぎ
る

ハ
な

か
う
き
。
古
假
名
を
主
張
す
る
人

も
、
其
證

を
得
ぎ
る
も
の

ハ
、
な
ほ

こ
の
書

に
よ
う
し
こ
、
假
名
大
意

抄
に

い
へ
る

か
も
ぶ
き
に

て
も
知

る
べ
し
。
和
字

正
濫
鈔
卷
五

に
も
「
以
上
依
舊
暇
名
遣
斟
酌
」
電
見
え
控
う
。

讒

の
よ
し
あ
し

八
竜

か
く
・
後
芒

髫

せ
し
と
・
簷

人
な
る
も
の
番

ム
ベ
し
Q
其
中

・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宀

に
竜
「
を
し
ふ
」
「
を
し

へ
竃
竜
」
、
「
を
は
る
」
「
う
巴
も
」
、
「
を
ふ
」
「
を
ひ
て
巴
も
」
な
愚
見
ね
尢
る

.一

玲
、
や

が
て
語
尾
の
變
化

の
發
明
の

い
巴
ぐ
ち
豊
も
、
家
う
や
ゑ

に
け
ん
。
こ
の
書
の
末
書
を
考

假

名
文

字

遣

解
題

五



銀

嶺
実

字

遘

解

題

山
ノ、

ふ

る

に

、

だ

ウ

。
,

か
家
つ
か
ひ
竃

い
ム
名
の
下
に
語
尾
の
變
化
を
説
き
て
、
漸
次
詳
に
厭
う
し
さ
ま
見
ね

　
　
　
　
校
訂
凡
例

一
此
書

ハ
、
古
板
本

に
よ
り
、
文
明
本

に
て
校
正
せ
う
。
附
録

ハ
類
本
な
き

に
よ
う

て
、
校
す

る

と
能
は
す
。

】
原
本
、
清
濁
黙

。
句
讀
黙

馨
し
。
今
、
讀

者
の
便
を

か
も
ひ
て
、
か
う
に
之
を
補
ふ
。

一
文
字

の
大
小
、
或

八
二
行
に
書
き
或

鴇
傍

に
記
せ
る
類

、
必
し
も
原
本
の
ま

丶
を
存
す
る
・と
能

は
す
。

】板
奮

記
し
碧

書

板
本
、
蒸

器

ゑ

文
明
本
釜

。

礬
鍔

飜

艦

一
同

]
の
印

判

一
本
に
よ
う
て

補
ひ
し
も
の
冖

]
の
印

判

凶
本
に
嫁
く
し

て
板
本
に
あ
る
も
の
。

一
本
書
後
年

ハ
、
板

本
ビ
文
明
本
巴
の
異
同
斑

々
k
し

て
殆
費
校
す
る
に
堪

へ
す
。
假
名
遣
拜
に

文
意

に
深
く
閲
せ

ぎ
る
も
の

ハ

】
々
記
せ
す
。
讀
者
之
を
諒
せ
よ
。



一
本

遣

ノ
下

見
事

ト
ア

▼

一

黄

門

ハ
中
納

言

ノ
唐

名

・

'

定
▼家

郷
「チ

サ

ス

よ
り

剛
本

ニ

ナ
シ

　
縦
嚢

漱
ノ
唐
名

一

之

一
本

二

宮
ユ

ブ
ナ

ギ

ナ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

假
名
斈

農

農

繁
劫
嘘

　

　冖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

京

極

中

納

言

定

家

卿

家

集

拾

遺

愚

草

の

清

書

を

祕

父

河

内

前

司

于

特

大

飲

助

親

行

に

誂

申

さ

れ

け

る

時

、親

行

申

て
云

、を

6れ

・え

・ゑ
・
へ
②
い
・

ゐ
.ひ
等

の
峯

の
聲

か
よ

ひ
ζ

誤

あ

る
に
よ
っ

て
浜

衛

星

わ

き

が

た

き

事

在

之

、然

間

、此

次

を

も

て
、後

學

の

た

め

に
定

・.ど

か

　

る

べ

き

由

、黄

門

に

申

處

に
、
わ

れ

も

ゑ

か

日

來

叩
重

患

よ

り

忌

事

也
、さ

ら

ば

主

爨

が

所

存

の

分
、書

出

む

て

進

ず

べ
遶

由
、仰

ら

れ

蔓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
こ
ムワ

る
間
、大

概

如

此

注

進

之

處

喉

申

所

悉

真

理

相

叶

へ
り

ご
て
、則

合

點

せ

ら

れ

畢

。

然
者
斈

遣
を
宀難

親
行
が
抄
出
是
濫
管

理

行
阿
爨

罰

す

る
に
、権

者

の
製

作

ご

じ

で

眞

名

の
極

草

の
字
を

伊

呂

波

に
縮

な

立

て
、文

字

の
蠏

の

す

く

な

詮

・
い
祝

ひ
●圉

。れ

.ね

.ゑ
●
へ
商

讀

.

假

名

文
,
字

遣

一

●



假

名

文

字

遣

崘一め .
一

一
丁」「,　　　　　」1　「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
は
札

　

の

あ

る

に

で

ゑ

り

ぬ
、各

別

の

要

用

に

つ

か

ふ

べ

き
-謂

を

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ　

セ
も

●
然

而
、先

達

の

獪

書

漏

さ

れ

た

る

事
血
个
あ

る

間
、是

非

の

迷

を

ひ
ら

.
か

ん

が

た

め

に
・追

て

鶴

郁

の

み

に

も

あ

ら

ず
、更

災

ぼ
や

は
・な

一

か

の

字

等

を
・

新

し

く

ゑ

る

し

そ

へ
畢

其

故

ハ
・ぼ

ハ
を

に

　

よ

ま

れ
、
わ

ハ

は

に

か

よ

ふ

。
む

ハ

う

に

ま

ぎ

る

。ふ

ハ

又

う

に

れ

な

じ

き

に

よ

り

て
・是

等

を

書

分

・て

段

々

こ

す

・輿
艘

、鴨

詞

等

あ

り

ぐ
聯

之

趣

一
本

ニ

ヨ
η

テ
補

フ

い

へ
ど

も
・是

に

で
准

據

す

べ
さ

角

仍

子

孫

墨
磨

勧
懲

之

趣
]

摩

可
神

秘
々
々

歩

　 　 　 　 　 　 ロー
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一
本

、
周
7次
、

序

ノ

必罰

瀏
　

ゴ
ノ
條

テ
見

ア
ヤ

マ
"

テ
宵

來
、
二
入
丸

秘
抄

ト

コ
ノ
魔
Ψ
ノ
異

名

チ

ヨ
ビ

ナ

セ

リ
「
ソ

ノ

コ
ト
・解
一顧
一

}

ユ
ィ

ヘ
ル
ガ

ゴ

ト

シ

假

名

文

字

遣

十 十 九 七 五 三 一

三 一・

う は:4ま い1＼(ね を

■_一一L■ 隔繭卩啣ム_一 胴脚」L一_駒 幽

端 端 端

疲

為
蓄

控

小え
衣

嚢

枝

線

、セ2
得

柄

畿

邊

蕊

邏

經
部

返

入

伊
E

夷
意

異

異

以
悟

る

蒋
保

帆
補

浦

甫

誓
暮

え

ハ
後

等

波

端

葉

牛

ま

頗

宇
夘

得

有

明
胡

苓

　

　
(入
+
九
)

い
　

　
(九
+
二
)

へ
　

　

(八
+
七
)

定
家
卿
ロ
傳

　
(
五
頁
)

(二
十

一
)

　
(三
十
)

西

+
三

)

(
六
十

〉

(六
十
六
)

十・ ノ丶　六 　四 　二

わ る ひ ゑ

十
二
む

へ七
+
二
)

十

四

ふ

　
　
中

　
　
中

　
　
中

(八
十
七
)

二 え み を

　
　

(九
+
)
奥

　
　
(九
±

二
)
奥

　
　
へ入
+
八
)
奥

入

丸

秘

抄

奥 奥

ゑ　 ひ

　　 首多 無武 輪z　 威井

奥 黼 概 観 臨
　　 不為　中毒　　　　　　　　話禾H遺 遷

お 鵬 夢㌢ 倭 語爨

搾哲　營縛 雄お

鄙飛　ゑ駕　呼於
比日　惠衛　　尾

邏非　盡會　　馬
肥悲

(
九
十

五

)

假

名

文

字

遣

三

　
(十
三
)

(
二
十
七
)

(三
+
六
)
…

(
五
十
五
と

(六
十
四
)

ハ七
十

一
)

(
七
十
九
)

(九
十

一
)

　

　
　
　

一

(
九
十
三
)

(八
十
九

)lL
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{～ 叩幣周順一鄲ゆ 一

サ…～　}
陟
釐

、
一
本

二
「
活
歴
。汚

驚
釐
」
罫

ク
ル

腎

累
、
一本

青
鷺

ご

3

ク
ル

心}.
版

本

往

為

黙

る

の
時

ノ

肌

ト

の

レ
ナ

シ

一　

を
・緒
・就
・董
　

此

な
也

　

　

　

　

　

　

鯛号

を
み
な

へ
じ
　
女
郎
花
@女
倍
芝

を
に
の
ゑ
こ
ぐ
さ

覊

懿

　

　

　

は

あ
を

オ
づ
ら

ば

せ
我
儘

た

ま

の
を
柳

を

そ
ぎ
く
ら

木

の
え
海
を

れ

を

け

ら

を

・ど
う

を

む

ね

ゑ

を

ん

　

　

、
'

木

白

武
。蒼
木

ガ
ラ
タ
チ

蕀

嚮

薐

艶

話

晩
稻

紫
薙

　

　

　

　

必

・

　
　

防
已

　

芭
蕉
葉

　
　

班
緇

　
　

遲
櫻

　
　
　

枝
折

儀

名

文

字

遘

t

{

　
　
　
　
　
　
　
筒

を

か
つ

あ
じ

崗

辛

く

れ

の
を

も

壞

香

を

ぎ

ム

小

篠

あ

さ

の
を

麻

苧

を

こ

於

期

海
藻
也

　

　

　

　

　

　

　

　

話
虚

あ

を

の
り

矚
灘

.
欝

欝

之

　
　
　
　
　
　
　

キ
罐
望

曾
匂

あ

残

つ
ゾ
ら

あ
を

や
ぎ
　

青
柳

　
或
雛
噸

樂
団

を

が
た

ま

の
本

態

尠

了

雪

の
下

を

れ
　
雪

下
折

花
を
た
を
る

手
折

驍
、窮

噫

2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

混

一

.



　
　
　
　
偃

名
文

字

遣

飆

嚢

克
徳

測

た
を
や
か
な
の

覊

畜
钁

盗

3

ら
を
り

　

ご
字

一
本

ニ
ナ
〃
別
本

…

　

ニ
ヨ
リ
補

フ

　 　 　 　 1　　-　 　 -_　　　　P　 "　 }幣

⑳
士
H
本
板
三
T
T

を

き
な

か

川

興
中

郷
興
長

を
亡
で

る

な
に

は
の

浦

押於

照辞…
・,隔一 亀L』咽●

を　 を
た　 ぐ

ぎ　 る
　　 す
惑∠
}ζ

若御1・
　　 栗
愛

宕宕
基

い　 を

は ・の

く

ら

を
の

栖 岩

や

ま

小
野
山

倉

蠑
　　 並ほ

を　 を

ぐ　 こ
ら　 け
亡　 や

　　 ま

隱
暗
朧

チ

2

多

音
羽
山

を

か

陵岳

鴫

豊1雨

　　靈

　　生
　　 雨

を　 を
や　ひ
み　か

な　せ
き

邃
尽
追
風

つ　た
ヅ　 を

ら　や

を　 か
り　 な

　　 の

九

顰
盤
折

文

選

嫐單

騨

　寒

靆 急
な　　　の
亡　　　 う

川 　 　 　ら

音
無
川

小
忌

あ

を

に

よ

じ

な

ら

浦 菁　　丹

　　吉

ご

さ

ご

を
の

を
は

つ

せ
の

や

ま

遠
里 小
小 長
野 谷　　山

ア万
、1葉

よ

を　 を
じ　 ぐ

ほ　 ら
や　や

ま　 ま

小 小
璽 倉
山　山

を
や

ま

ね

を　 を

く　 く

　　露
　　鷹罩

　　叢 置
小 野 ヌ　　　　　露

出 ヨ●ン
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